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　　　   2月21日〜3月20日   　　　
㈱タクトコーポレーション	 現金� 10,000円
エグゼキューブ㈱	 現金� 4,550円
熊谷ライオンズクラブ	 現金� 30,000円
熊谷ライオンズクラブ懇親会参加の皆様
	 現金� 73,000円
株式会社プラスアール	 現金� 35,578円
第一生命保険㈱神戸支社	 現金� 19,625円
㈱THINKフィットネス	 現金� 913,664円
山田 康博	 現金� 9,880円
鈴木 純子	 現金� 1,340円
小幡 香菜	 現金� 10,000円
島田 幸子	 現金� 50,000円
ウツキ トヨコ	 現金� 1,000円
匿名	 現金� 5,000円
山田 康博	 現金� 9,880円
●白血病患者支援基金
プルデンシャル生命保険㈱	 現金�3,090,000円
レストラン沢羅木	 現金� 1,104円
㈱洋伸	 現金� 3,504円
八家ゴルフセンター	 現金� 2,432円
㈶倉敷中央病院	 現金� 12,746円
㈱ルーテックサクライ	 現金� 12,112円
めん処　英喜家本店	 現金� 1,731円
めん処　英喜家三島店	 現金� 10,311円
ファミリーマート大垣郭町店
	 現金�  9,173円
焼津センター薬局	 現金� 7,185円
星子ひさし整形外科	 現金� 7,023円
峯　カズミ	 現金� 2,000円
●佐藤きち子患者支援基金
第1回移植者フットボール大会募金箱
	 現金� 58,127円
梅原 保	 現金� 20,000円
水島 絵里	 現金� 5,000円
野村 伸子	 現金� 3,000円
� （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座
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特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

　

３
月
11
日
に
東
日
本
を
突
如

襲
っ
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
。

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
、
そ
し
て

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お

悔
や
み
、
ま
た
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

全
国
協
議
会
事
務
局
（
東
京
・

新
宿
）
は
10
階
建
て
ビ
ル
の
９
階

に
あ
り
、
か
な
り
大
き
な
揺
れ
を

感
じ
、
常
勤
す
る
事
務
局
員
は
慌

て
ふ
た
め
き
ま
し
た
。

　

翌
12
日
は
、
白
血
病
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
の
開
設
日
で
し
た
。
落
下

物
が
散
乱
し
た
事
務
局
内
は
、「
帰

宅
難
民
」
と
な
っ
て
事
務
局
に
戻

ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
事
務
局
員

が
整
理
し
、
翌
日
の
開
設
に
備
え

ま
し
た
が
、
交
通
網
が
マ
ヒ
し
て

い
る
こ
と
、
余
震
が
続
い
て
い
る

こ
と
、
さ
ら
に
電
話
回
線
が
安
定

的
に
確
保
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

相
談
員
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て
、

1
9
9
6
年
７
月
の
開
設
以
来
初

め
て
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
お
盆
も
年
末
も
、
そ
し
て

お
正
月
さ
え
も
三
が
日
を
除
い
て

開
設
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は

や
む
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
止

は
こ
の
１
日
の
み
で
、
翌
週
か
ら

は
ま
た
通
常
ど
お
り
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

被
災
地
の
復
興
に
は
か
な
り
の

時
間
を
要
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

現
地
及
び
そ
の
周
辺
の
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
の
治
療
に
対
す
る
不
安

は
い
か
ば
か
り
か
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
協
議
会
で
は
血
液
内
科
の

先
生
方
や
医
療
機
関
と
連
携
を

と
っ
て
、
被
災
地
お
よ
び
周
辺
の

医
療
機
関
の
現
況
や
治
療
薬
の
確

保
に
関
す
る
情
報
収
集
に
務
め
、

随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
提
供
し

て
参
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
役
立
つ
情
報
が

あ
れ
ば
、
皆
様
か
ら
も
お
知
り
合

い
の
患
者
さ
ん
ら
に
お
伝
え
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

第
６
回
役
員
選
考
の
た
め
の
選

挙
の
開
票
を
３
月
６
日 

全
国
協

議
会
事
務
局
に
て
行
い
ま
し
た
の

で
、
そ
の
結
果
を
下
記
の
通
り
報

告
し
ま
す
。

　

2
0
1
1
年
3
月
７
日

�

選
挙
管
理
委
員
長　

笠
原
慶
一

　

小
川
真
理	

22
票	

当
選

　

川
瀬
和
子	

21
票	

当
選

※
な
お
、
立
候
補
者
の
な
か
っ
た

　

２
月
24
日
、
壁
一
面
に
真
っ
赤

な
の
ぼ
り
が
貼
ら
れ
た
、
プ
レ
デ

ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
㈱ 

東
京
第

２
支
社
に
於
い
て
、
箱
根
駅
伝
で

の
骨
髄
バ
ン
ク
普
及
啓
発
活
動
に

対
す
る
寄
付
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

ハ
ン
ラ
ハ
ン
社
長
か
ら
大
谷
会
長

に
目
録
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
２
度
の
ド
ナ
ー

経
験
者
で
あ
る
佐
々
木
貢
一
さ
ん

と
沿
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
さ
れ
た
奥
様
の
敏
子
さ
ん
、
同

じ
く
沿
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
く
だ
さ
っ
た
移
植
経
験
者
で

自
ら
を「
闘
病
す
る
カ
メ
ラ
マ
ン
」

と
呼
ぶ
鳥
羽
雅
行
さ
ん
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。
鳥
羽
さ
ん
は
「
プ
ル

デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
の
み
な
さ
ま
方

か
ら
の
心
優
し
い
善
意
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
谷
会
長

は
じ
め
、
善
意
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

白
血
病
Ｆ
Ｄ
開
設
以
来
初
め
て
の
中
止

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
影
響
で

第
６
回
役
員
選
考
の
た
め
の
選
挙
―
―
開
票
結
果

◆
公
募
理
事

有
権
者
（
団
体
数
）
42

投
票
者
数
35
（
投
票
率
83
・
3
％
）

有
効
投
票
35

無
効
投
票
0

最
低
得
票
数
12

開
票
結
果

　

野
平
晋
作	

31
票	

当
選

　

村
上
忠
雄	

30
票	

当
選

　

木
村
純
子	

28
票	

当
選

　

柴
谷
春
子	

28
票	

当
選

　

後
藤
菜
都
美	

28
票	

当
選

　

中
野
勝
博	

28
票	

当
選

　

菅　

早
苗	

26
票	

当
選

役
員
に
つ
い
て
は
、
役
員
選
考
規

程
第
13
条
に
基
づ
き
、
役
員
選
考

委
員
会
に
よ
り
、
役
員
有
資
格
者

が
選
出
さ
れ
ま
す
。

真
っ
赤
な
の
ぼ
り
は
一
体
感
の
し
る
し

箱
根
駅
伝
啓
発
活
動
寄
付
贈
呈
式

ド
ナ
ー
の
方
々
の
お
話
し
に
あ
ら

た
め
て
感
動
し
、
一
緒
に
活
動
で

き
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
後
は
、
ド
ナ
ー
さ
ん
を
待
ち
な

が
ら
も
身
辺
の
整
理
を
し
て
い
た

あ
の
辛
い
経
験
を
軸
と
し
て
、
当

時
の
自
分
と
同
じ
立
場
に
お
ら
れ

る
、
患
者
さ
ん
の
お
力
に
少
し
で

も
な
り
た
い
と
心
よ
り
望
ん
で
お

り
ま
す
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
社
員
や
ご
家
族
の
人

数
に
乗
じ
た
寄
付
額
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命

の
社
員
の
皆
さ
ま
の
一
体
感
に
も

感
動
い
た
し
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
菅
原
）

骨髄バンクの最新情報をお知らせする�───────────────── 骨髄バンクNOW
●東北関東大震災への対応について
　3月11日（金）東北、関東を中心に東北関東大震災が発生しまし
た。財団におきましては、速やかに震災対策本部を設置し、コーディ
ネートを中心に今後の方針を検討するとともに各地区事務局と連携
し、対応を行っています。コーディネートの今後の方針につきまし
ては、財団のホームページで随時掲載して参ります。
●骨髄液等の凍結に関する今後の対処方針について
　これまで医療委員会、ドナー安全委員会、倫理委員会そして常任
理事会において、凍結における基準のあり方に関して審議されてき
ました。しかし、患者さんの状況は多様であり、現段階での基準策
定は困難であるとされ、今後、個々の事例を積み重ねて基準策定を
検討していくことになりました。
●骨髄液等の運搬について（運搬業者への委託について）
　現在、骨髄液の運搬は移植施設（医師等）が運搬していますが、
財団では医師等の負担軽減や運搬の安全確保の観点から運搬専門業
者への委託を検討の結果、常任理事会において、安全、確実に運ん
でいただくハンドキャリー（運搬専門業者の担当者が手持ちで運搬
する）による運搬を導入する方針が確認されました。これにより、
運搬者の選択肢が広がりますが、移植施設において、運搬専門業者
に委託するかどうかを決定していただきます。骨髄液の他、末梢血
幹細胞の運搬にも適用されることになります。
●非血縁者間末梢血幹細胞移植診療科・採取施設の認定について
　これまでに認定された施設は20施設です。なお、これに加えて
当面更に5〜6施設のサイトビジットを予定しています。新規認定

施設については、財団のホームページ「患者さんへ」の「移植認定
病院」および「ドナー登録されている方へ」の「面談施設一覧」で
もご覧いただけます。
●新しいクリック募金
　2月から新しいクリック募金が始まりました。サイト名は「smile 
CLOVER」です。サイトを見た方が１日１回のクリックをするこ
とで、サイトの運営会社である株式会社メディネットから１円が財
団に寄付されます（アドレス⇒http://www.clover.sc/　ドナーズ
ネットのトップページからも入れます）。「dffクリック募金」と併せ、
１日１クリックのご協力をお願い致します。

《財団マンスリー JMDP（3月15日発行）より抜粋》

注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
*1）17年3月〜　*2）51歳以上ドナーの延長数　*3）51歳以上ドナーの新規登録数　*4）
17年9月〜

■2月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 1,055人、献血併行型集団
　登録会／ 1,384人、集団登録会／ 34人、その他／ 72人

◆日本骨髄バンクの現状（平成22年2月末現在）
	 1月	 2月	 現在数	 累計数
ドナー登録者数	 2,853	 2,545	 379,128	 493,517
患者登録者数	 234	 192	 2,873	 32,317
骨髄移植例数	 94	 101	 −	 12,693
20歳未満ドナー登録者	 −	 137	 14,289*1	 −
51歳以上ドナー	 260*2	 97*3	 21,837*4	 −

　

全
国
骨
髄
バ
ン
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
大
会
in
大
垣
の
開
催
に
あ
た
り
、

大
垣
で
生
ま
れ
育
ち
、
白
血
病
に

よ
り
５
歳
３
カ
月
で
天
国
へ
と
旅

立
っ
て
逝
っ
た
長
男
・
航
平
の
パ

ネ
ル
展
が
同
時
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

笑
顔
で
病
気
と
向
き
合
い
、
最

期
ま
で
自
分
ら
し
さ
を
失
う
こ
と

な
く
輝
い
て
い
た
航
平
。
弟
た
ち

と
遊
び
た
い
と
い
う
思
い
が
彼
を

支
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
航
平
の
帰
り
を
心
待

ち
に
し
て
い
た
二
男
は
、
大
好
き

な
兄
ち
ゃ
ん
を
助
け
た
い
と
、
わ

ず
か
２
歳
７
カ
月
で
骨
髄
を
提
供

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

二
人
の
写
真
を
パ
ネ
ル
に
し
て
、

準
備
を
進
め
る
中
、
兄
弟
の
絆
が

ど
ん
な
に
深
い
の
か
を
再
認
識
し
、

胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

多
く
の
来
場
者
に
、
参
加
者
も
白
熱

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
フ
ェ
ス
タ
開
催

　

パ
ネ
ル
展
『
笑
顔
を
あ
り
が
と

う
』
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

（
横
幕
真
紀
）

　

今
や
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り

つ
つ
あ
る
「
骨
髄
バ
ン
ク
チ
ャ

リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト　

ゴ
ー
ル
ド

ジ
ム
ス
ク
ー
ル
発
表
会
」（
㈱

T
H
I
N
K
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
主

催
）
が
３
月
６
日
、
き
ゅ
り
あ
ん

（
東
京
・
大
井
町
）
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
過
去
最
高
の
１
１
７
９

全
国
骨
髄
バ
ン
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会
in
大
垣

協
力
団
体
も
心
を
込
め
て
準
備
中
で
す
！

■６月４日（土）
◎全国骨髄バンクボランティア大会 in 大垣　13：00〜16：30
（大垣市スイトピアセンター　文化会館　文化ホール）
　　記念式典・パネルディスカッションほか
◎懇親会　17：30〜20：00（フォーラムホテル・会費5000円）
■6月５日（日）
◎全国協議会総会・代表者会議　（大垣市スイトピアセンター　

学習館　スイトピアホール）

名
の
お
客
様
が
来
場
。
ゴ
ー
ル
ド

ジ
ム
各
店
に
通
う
ス
ク
ー
ル
生
が

36
チ
ー
ム
に
わ
か
れ
て
ダ
ン
ス
や

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
等
を
披
露
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
と
し
て
チ
ア
リ
ー
テ
ィ
ン
グ

世
界
大
会
第
2
位
の
桜
美
林
大

学
ソ
ン
グ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
や
、

2
0
1
0
年
全
日
本
ボ
デ
ィ
ビ
ル

選
手
権
優
勝
の
鈴
木
雅
氏
、
全
日

本
ボ
デ
ィ
ビ
ル
選
手
権
13
連
覇
を

誇
る
小
沼
敏
雄
氏
が
登
場
し
、
見

事
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
ス
テ
ー

ジ
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

発
表
会
の
中
盤
に
は
実
行
委
員

長
の
米
倉
様
よ
り
、
各
店
舗
で
集

め
ら
れ
た
募
金
が
寄
付
金
と
し
て

大
谷
会
長
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
ご
寄
付
い
た

だ
く
金
額
も
増
え
て
お
り
、
ゴ
ー

ル
ド
ジ
ム
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の

お
力
添
え
な
く
し
て
は
成
し
得
な

い
こ
と
だ
と
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様
の
暖
か

い
ご
協
力
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。�

（
新
本
）
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
パ
ネ
ル
展

移
植
患
者
と
の
出
会
い
も

富山

今
月
の

共
催
イ
ベ
ン
ト

群
馬
県
骨
髄
バ
ン
ク

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
高
崎

群馬県高崎市

　

３
月
９
、
10
日
の
２
日
間
、
愛

媛
県
松
山
市
の
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
「
第
33
回
日
本
造

血
細
胞
移
植
学
会
総
会
」
の
会
場

で
、「
い
の
ち
の
輝
き
展
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

学
会
長
で
あ
る
愛
媛
県
立
中
央

病
院
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
血
液
腫

瘍
内
科
、
原
雅
道
先
生
の
ご
厚
意

で
提
供
い
た
だ
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
、

あ
や
ち
ゃ
ん
の
絵
、
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
患
者
と
ド
ナ
ー
の

お
手
紙
を
そ
れ
ぞ
れ
数
点
ず
つ
展

示
し
、
総
会
に
参
加
さ
れ
て
い
た

大
勢
の
医
師
、
看
護
師
の
方
達
が

足
を
止
め
じ
っ
く
り
と
見
入
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
併
せ
て
持
参

し
た
小
冊
子
や
「
ド
ナ
ー
に
な

る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
」、
バ
ン
ダ

ナ
や
ク
リ
ア
フ
ォ
ル
ダ
ー
な
ど
も

好
評
の
う
ち
に
完
売
し
、
身
も
心

も
軽
く
（
？
）
な
っ
て
撤
収
、
帰

路
に
つ
い
た
の
で
し
た
。

�

（
小
川
）

　

学
会
２
日
目
の
３
月
10
日
早
朝
、

A
-P
A
R
T
日
本
支
部
事
務
局

と
全
国
協
議
会
の
共
催
で
「
造
血

器
疾
患
患
者
の
不
妊
対
策
、
配
偶

子
凍
結
保
存
の
現
状
」
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨

年
に
続
き
、
２
回
目
の
共
催
と
な

り
ま
す
。

　

A
-P
A
R
T
は
民
間
不
妊
治

療
機
関
の
国
際
学
術
団
体
で
あ
り
、

日
本
支
部
で
は
所
属
す
る
20
の
施

設
に
お
い
て
、
未
婚
女
性
腫
瘍
患

者
の
治
療
後
の
妊
孕
性
の
温
存
に

資
す
る
目
的
で
、
不
妊
治
療
の
た

め
に
開
発
し
た
安
全
な
卵
子
採
取

法
、
な
ら
び
に
高
い
生
存
率
の
得

ら
れ
る
未
受
精
卵
子
凍
結
法
を
応

用
し
た
臨
床
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

講
演
は
、「
造
血
器
疾
患
患
者

に
お
け
る
卵
巣
機
能
廃
絶
前
卵
子

凍
結
保
存
の
問
題
点
／
造
血
疾
患

患
者
か
ら
の
卵
子
採
取
凍
結
保
存

症
例
報
告
／
悪
性
腫
瘍
未
婚
患
者

の
た
め
の
配
偶
子
（
精
子
、卵
子
）

保
存
の
取
組
と
現
状
」
で
し
た
。

　

今
年
は
学
会
会
場
と
離
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
数
こ
そ

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

採
取
を
行
う
地
元
の
産
婦
人
科
の

ス
タ
ッ
フ
も
勉
強
の
た
め
に
参
加

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

精
子
保
存
に
つ
い
て
は
、
ど
の

段
階
で
も
治
療
に
あ
た
る
先
生
方

に
意
識
し
て
も
ら
え
ば
、
十
分
に

可
能
性
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
卵
子
保
存
に
つ
い
て

は
、
血
液
疾
患
の
診
断
を
受
け
、

最
初
に
化
学
治
療
な
ど
に
あ
た
る

先
生
方
に
知
っ
て
い
た
だ
か
な
く

て
は
、
間
に
合
わ
な
い
の
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
造
血
細
胞
移
植
を

行
う
先
生
方
を
中
心
に
周
知
活
動

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
血
液
学
会

な
ど
で
広
く
血
液
内
科
の
先
生
方

に
知
っ
て
頂
く
活
動
に
も
取
り
組

ま
な
く
て
は
と
、
改
め
て
決
意
し

た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
大
谷
）

　

２
月
27
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高

崎
の
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
で
群
馬
県
骨

髄
バ
ン
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
前
半
は
プ
ロ
ス

ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
で
移
植
経
験
者
の

荒
井
〝
ｄ
ａ
ｚ
ｅ
〟
善
正
さ
ん
の

講
演
。
後
半
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｘ　

決
断　

命
の
一
滴
」
の
上
映

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
イ
オ
ン

モ
ー
ル
高
崎
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

開
催
を
告
知
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

当
日
会
場
前
で
「
チ
ャ
ン
ス
」
と

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
来
場
者
は
60

名
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　

荒
井
さ
ん
の
講
演
で
は
、
ご
自

身
の
闘
病
生
活
と
そ
の
中
で
得
た

も
の
と
し
て
、「
一
歩
を
踏
み
出

す
勇
気
」
や
「
活
き
る
こ
と
の
大

切
さ
」
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
、

み
な
さ
ん
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
終
了
後
、
講
演
を
聴
い

た
方
か
ら
「
移
植
後
に
も
壮
絶
な

闘
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
」
と
の
声
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

群
馬
県
は
単
位
人
口
あ
た
り
の

ド
ナ
ー
登
録
者
数
が
全
国
最
下
位
。

こ
れ
を
打
破
す
る
た
め
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
番
組
「
欽
ち
ゃ
ん
の
ワ
ー
ス
ト

脱
出
大
作
戦
」
で
１
年
間
、
群
馬

の
会
の
活
動
を
取
り
上
げ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
、
当
日
も
取
材

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
会
に
群
馬
県
の
ド

ナ
ー
登
録
者
数
が
増
え
る
と
と
も

に
、
一
緒
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
新
た
に
加
わ
っ
て
く
れ

る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。�（
黒
岩
）

　

東
京
の
会
が
20
周
年
記
念
に
作

成
し
た
、平
成
23
年
版「
あ
や
ち
ゃ

ん
の
贈
り
物
カ
レ
ン
ダ
ー
」
が

毎
日
新
聞
の
記
事
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
読
ん
だ
大
阪
・
芝
田
町
画

廊
の
猪
井
虎
治
さ
ん
が
、
カ
レ
ン

ダ
ー
を
注
文
し
て
く
だ
さ
り
、
そ

こ
か
ら
原
画
展
の
開
催
に
ま
で
進

展
し
ま
し
た
。

　

１
月
31
日
か
ら
２
月
26
日
ま
で
、

芝
田
町
画
廊
の
ご
協
力
で
、
原
画

70
点
、
遺
品
な
ど
を
展
示
し
、
２

階
で
は
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
番

組
が
ビ
デ
オ
で
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
あ
や
ち
ゃ
ん
の
原
画
と
対

面
し
た
い
気
持
ち
を
抑
え
ら
れ
ず
、

１
月
30
日
の
夜
行
バ
ス
に
飛
び
乗

り
ま
し
た
。翌
朝
、画
廊
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
吉
田
隆
博
さ
ん
ご
夫
妻
の

あ
た
た
か
い
人
柄
に
触
れ
、
す
ば

ら
し
い
あ
や
ち
ゃ
ん
展
を
見
て
心

か
ら
安
堵
し
、
感
謝
し
て
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

　

２
月
14
日
に
は
関
西
テ
レ
ビ

で
報
道
さ
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
人

が
見
に
来
ら
れ
、
当
初
19
日
ま
で

だ
っ
た
会
期
が
26
日
ま
で
延
長
さ

れ
た
の
で
し
た
。全
国
協
議
会
が

作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
足
り

な
く
な
っ
て
追
加
補
充
さ
れ
、
用

意
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
や
画
集
も
全

て
希
望
者
の
手
に
渡
り
ま
し
た
。

　

東
京
の
会
に
は
あ
や
ち
ゃ
ん
展

を
み
て
感
動
し
た
人
た
ち
か
ら
注

文
が
あ
り
、中
で
も「
８
歳
の
長
女

に
ぜ
ひ
見
せ
た
か
っ
た
が
、
も
う

終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
残
念
で

す
」
と
い
う
男
性
の
電
話
は
本
当

に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

�

（
大
塚
）

　

千
葉
の
会
設
立
20
周
年
の
記
念

行
事
と
し
て
、
３
月
５
日
に
市
民

文
化
創
造
館
・
船
橋
き
ら
ら
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
４
名
の
血
液
内
科

の
先
生
を
お
招
き
し
て
医
療
講
演

会
並
び
に
個
別
相
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
早
く
か
ら

病
院
や
調
剤
薬
局
へ
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
投
稿
等
、

告
知
活
動
に
奮
闘
し
ま
し
た
が
、

相
談
会
の
事
前
申
込
み
が
芳
し
く

な
く
、
開
催
日
当
日
ま
で
来
場
者

が
い
る
の
か
ど
う
か
不
安
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

　

蓋
を
開
け
て
み
る
と
、
参
加
者

60
名
、
個
別
相
談
も
当
日
受
付
を

含
め
７
名
。
講
演
会
で
は
熱
心
に

メ
モ
を
取
ら
れ
る
姿
も
見
ら
れ
、

ひ
と
り
の
途
中
退
室
者
も
な
く
、

と
て
も
内
容
の
濃
い
時
間
を
過
ご

し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
12
年
前
、
兄
よ
り
骨
髄
移

植
を
受
け
ま
し
た
が
、
今
回
、
司

会
を
務
め
な
が
ら
先
生
方
の
お
話

を
拝
聴
し
、「
も
し
か
し
た
ら
や
っ

と
自
分
の
病
気
と
向
き
合
う
こ
と

が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と

思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
非

常
に
貴
重
な
時
間
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
河
口
）

　

３
月
５
日
、
リ
ボ
ン
の
会
と
し

て
は
初
の
協
議
会
の
共
催
事
業
と

し
て
、「
医
療
勉
強
会
と
患
者
・

家
族
交
流
会
」
を
福
岡
市
の
浜
の

町
病
院
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

誰
で
も
気
軽
に
喋
れ
る
よ
う
に
茶

話
会
ス
タ
イ
ル
で
行
い
、
初
参
加

の
患
者
・
家
族
の
方
が
多
数
来
ら

れ
ま
し
た
。

　

血
液
疾
患
患
者
の
抱
え
る
問
題

と
し
て
、
①
治
療
方
法
や
治
療
費
、

②
精
神
的
な
不
安
、
③
社
会
復
帰

へ
の
不
安
の
３
つ
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
話
し
合
い
、
そ

の
中
で
、
臨
床
心
理
士
の
先
生
か

ら
、
長
期
治
療
に
伴
い
発
症
す
る

「
う
つ
病
」
の
症
状
と
対
処
方
法

を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
た
だ
き

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
医
療
講
演
会
と

並
び
、
心
理
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
継

続
し
て
行
う
た
め
に
、
患
者
会
と

し
て
、
も
っ
と
交
流
会
を
増
や
す

必
要
性
を
強
く
感
じ
た
有
意
義
な

会
で
し
た
。�

（
宮
地
）

 　

３
月
７
日
か
ら
12
日
ま
で
、
札

幌
時
計
台
裏
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
た
ぴ

お
で
、
あ
や
ち
ゃ
ん
の
贈
り
も
の

展
を
開
催
し
ま
し
た
。

啓
発
に　

講
演
会
に

学
会
会
場
で
も
精
力
的
に
活
動

　

北
海
道
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
は
、

昨
年
12
月
以
来
、
新
規
登
録
を
抹

消
数
が
上
回
る
と
い
う
事
態
に
陥

り
、
現
在
有
効
数
が
減
少
し
て
お

り
ま
す
。

　

全
国
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
は
累

計
で
50
万
人
弱
、
現
在
数
38
万
人

弱
で
、
減
少
率
は
23
％
で
す
。
こ

れ
を
北
海
道
に
あ
て
は
め
る
と
、

29
％
の
減
少
率
と
な
り
ま
す
。

　

別
な
角
度
か
ら
見
る
と
、
北
海

道
の
ド
ナ
ー
対
象
年
齢
人
口
は
全

国
の
４
・３
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

抹
消
数
は
６
・
４
％
で
す
。
こ
れ

は
高
齢
化
が
進
み
、
今
ま
で
の
登

大
阪
で
あ
や
ち
ゃ
ん
展

原
画
に
感
動　

会
期
も
延
長

大阪府大阪市

12
年
の
歳
月
を
経
て

自
分
の
病
と
向
き
合
う

千葉県船橋市

録
者
が
ど
ん
ど
ん
抹
消
年
齢
に
到

達
し
て
新
規
登
録
が
追
い
付
か
な

い
た
め
で
す
。
こ
れ
は
他
県
に
も

早
晩
あ
ら
わ
れ
る
現
象
で
す
。

　

こ
の
展
覧
会
の
目
的
は
、
あ
や

ち
ゃ
ん
の
力
を
借
り
て
あ
や
ち
ゃ

ん
の
願
い
を
伝
え
、
防
ぐ
こ
と
の

で
き
な
い
抹
消
を
上
回
る
新
規
登

録
を
、
再
び
回
復
す
る
こ
と
で
し

た
。
幸
い
、
北
海
道
新
聞
と
朝
日

新
聞
が
協
力
し
て
大
き
く
取
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
が

功
を
奏
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。�

（
加
藤
）

茶
話
会
形
式
で
気
軽
に

勉
強
会
＆
交
流
会

福岡県福岡市

登
録
減
少
の
危
機
脱
出
に

あ
や
ち
ゃ
ん
の
力
を
‼

北海道札幌市

　

２
月
26
日
、
竹
平
記
念
体
育

館
（
高
岡
市
）
に
て
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
in
高
岡
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
ジ
ャ

パ
ン
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
ご
厚
意
で
、
昨
年
の
塩

釜
大
会
同
様
に
普
及
啓
発
の
機
会

を
い
た
だ
き
、
富
山
の
会
で
は
受

付
で
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
ギ
フ
ト
オ
ブ
ラ
イ

フ
の
配
布
、
そ
し
て
ロ
ビ
ー
に
て
、

骨
髄
バ
ン
ク
を
通
じ
て
移
植
を
受

け
た
少
女
が
描
い
た
絵
本
「
わ
た

し
、
が
ん
ば
っ
た
よ
」
パ
ネ
ル
を

展
示
し
ま
し
た
。
未
来
の
全
日
本

代
表
を
目
指
す
少
年
少
女
の
皆
さ

ん
が
、
コ
ー
ト
上
の
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
激
し
く
も
華
麗
な
プ

レ
ー
観
戦
の
合
間
に
、
食
い
入
る

よ
う
に
パ
ネ
ル
を
見
つ
め
て
い
る

後
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

そ
ろ
そ
ろ
撤
収
作
業
に
か
か
ろ

う
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
帽

子
メ
ガ
ネ
に
マ
ス
ク
で
完
全
防
備

し
た
一
人
の
女
性
が
、
声
を
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。
元
Ａ
Ｍ
Ｌ
患
者

さ
ん
で
、
バ
ン
ク
で
見
つ
か
っ
た

適
合
者
お
二
人
か
ら
は
提
供
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
５
座

一
致
の
小
学
生
の
お
子
さ
ん
か
ら

の
移
植
を
半
年
前
に
受
け
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。「
骨
髄
バ
ン

ク
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
や

活
動
に
初
め
て
出
会
い
、
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
た
か
っ
た
、
パ
ネ

ル
を
見
て
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ

た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い
ま

し
た
。
こ
ち
ら
こ
そ
、
こ
の
活
動

を
続
け
て
い
て
よ
か
っ
た
と
実
感

し
た
瞬
間
で
し
た
。�

（
品
川
）


